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鹿児島湾から得られたマハタモドキ

畑　晴陵 1・本村浩之 2

1〒 890–0065　鹿児島市郡元 1–21–24　鹿児島大学大学院連合農学研究科
2〒 890–0065　鹿児島市郡元 1–21–30　鹿児島大学総合研究博物館

　はじめに

ハタ科マハタ属魚類 Epinephelusは日本から 43

種が報告されている（瀬能，2013；藤原ほか，

2015）．そのうち E. octofasciatus (Griffin, 1926)は，

Katayama (1975)によって沖縄島と伊豆諸島須美

寿島から得られた 2個体に基づき日本から初めて

報告されると同時に和名マハタモドキが提唱され

た．現在，マハタモドキは南アフリカから日本と

マルケサス諸島にかけてのインド・太平洋に分布

することが知られ，日本国内においては伊豆諸島

八丈島，小笠原諸島，和歌山県白浜，大隅諸島種

子島，沖縄島，および八重山諸島与那国島から記

録されている（Katayama, 1975；石川，2010；三浦，

2012； 瀬 能，2013; Koeda et al., 2016； 鏑 木，

2016）．

2015年 9月 15日，鹿児島県指宿市山川港沖で

マハタモドキと同定される 1個体が採集された．

本標本は鹿児島県本土における本種の初めての記

録となるため，ここに報告する．

　材料と方法

計数・計測方法は Randall and Heemstra (1991)

にしたがった．標準体長は体長と表記し，体各部

の計測はデジタルノギスを用いて 0.1 mmまでお

こなった．マハタモドキの生鮮時の体色の記載は，

固定前に撮影された鹿児島湾産の標本（KAUM–I. 

78728）のカラー写真に基づく．標本の作製，登録，

撮影，および固定方法は本村（2009）に準拠した．

本報告に用いた標本は，鹿児島大学総合研究博物

館（KAUM）に保管されており，上記の生鮮時

の写真は同館のデータベースに登録されている．

また，マハタモドキの学名は瀬能（2013）にした

がい，Epinephelus octofasciatusとした． 

　結果と考察

Epinephelus octofasciatus (Griffin, 1926)

マハタモドキ　（Fig. 1）

標本　KAUM–I. 78728，体長 253.1 mm，鹿児

島県指宿市山川港沖（32°12′N, 130°38′E），2015

年 9月 15日，釣り（鹿児島市中央卸売魚類市場

にて購入），畑　晴陵．

記載　背鰭条数 XI, 14；臀鰭条数 III, 9；胸鰭

軟条数 18；腹鰭条数 I, 5；有孔側線鱗数 63；縦

列側線鱗数 110；鰓耙数 8 + 15 = 23．体各部測定

値の体長に対する割合（%）：体高 40.0；体幅

16.1；頭長 41.8；吻長 12.1；眼窩径 6.6；眼隔域

幅 8.2；眼下骨幅 4.1；上顎長 19.9；尾柄高 12.0；

尾柄長 17.4；背鰭前長 38.1；臀鰭前長 70.6；腹鰭

前長 39.5；背鰭基底長 57.6；背鰭第 1棘長 5.8；

背鰭第 2棘長 12.7；背鰭第 3棘長 14.1；背鰭最長

軟条（第 6軟条）長 17.4；臀鰭基底長 17.9；臀鰭

第 1棘長 4.1；臀鰭第 2棘長 8.9；臀鰭第 3棘長

11.1；臀鰭最長軟条（第 4軟条）長 17.7；尾鰭長

24.2；胸鰭長 25.4；腹鰭長 20.7；腹鰭棘長 13.1．

体は前後方向に長い長楕円形でやや側扁し，尾
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柄部は強く側扁する．体幅は胸鰭基底部付近で最

大．体高は背鰭第 4棘起部で最大．体背縁は上顎

先端から背鰭第 4起部にかけて盛り上がり，そこ

から尾鰭基底上端にかけて極めて緩やかに下降す

Fig. 1. Lateral views of (A) body and (B) nostrils of fresh specimen of Epinephelus octofasciatus (KAUM–I. 78728, 253.1 mm SL, 
Yamagawa, Kagoshima Bay, Kagoshima Prefecture, Japan).
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る．体腹縁は下顎先端から腹鰭起部にかけて緩や

かに下降し，そこから尾鰭基底下端にかけて緩や

かに上昇する．背鰭起部は鰓蓋後端よりも前方，

背鰭基底後端は臀鰭基底後端よりも後方にそれぞ

れ位置する．背鰭各棘間の鰭膜は切れ込む．背鰭

軟条部外縁は丸みを帯びる．背鰭第 1軟条は背鰭

最後棘である第 11棘より長い．背鰭軟条は第 6

軟条が最長．胸鰭基底上端は背鰭起部よりも僅か

に後方，胸鰭基底下端は背鰭第 2棘起部よりも後

方にそれぞれ位置する．胸鰭後縁は丸く，後端は

背鰭第 9棘起部直下に達する．腹鰭起部は胸鰭基

底下端より前方，腹鰭基底後端は背鰭第 3棘起部

直下にそれぞれ位置する．腹鰭最後の軟条は体と

鰭膜でつながる．たたんだ腹鰭後端は背鰭第 7棘

起部直下に達するが，肛門には達しない．臀鰭起

部は背鰭第 11棘起部直下，臀鰭基底後端は背鰭

第10軟条起部直下に位置する．臀鰭棘は第3棘が，

臀鰭軟条は第 4軟条がそれぞれ最長．尾鰭は円形

を呈し，後縁中央部は後方に膨出する．肛門は体

の中央より後方，臀鰭起部前方，背鰭第 9棘起部

直下に位置し，正円形を呈する．眼と瞳孔はとも

に前後方向に長い楕円形．鼻孔は 2対で前鼻孔と

後鼻孔は互いに近接し，眼の前縁前方に位置する．

前鼻孔は正円形，後鼻孔は前後方向に長い楕円形

をそれぞれ呈し，前鼻孔後縁に皮弁をそなえる．

後鼻孔の最大径は後鼻孔の後縁から肉質眼窩の前

縁の最短距離よりも大きい．口は端位で口裂は大

きく，上顎後端は眼の後端直下よりも僅かに前方

に位置する．両唇は厚い．前鰓蓋骨後縁は細かな

鋸歯状を呈し，下縁は円滑．前鰓蓋骨隅角部に 1

棘をそなえる．鰓蓋後縁は円滑．鰓蓋上部に 3棘

をそなえる．体は細かく剥がれにくい円櫛鱗に被

われるが，両唇，胸鰭腋部は無鱗．側線は完全で，

鰓蓋後部上方から尾鰭基底部にかけて体背縁と並

行にはしる．側線管開口部は単一．上顎，鋤骨，

口蓋骨，および下顎には小円錐歯が密生し，絨毛

状を呈する．鰓耙は細長く，先端は丸みを帯びる．

鰓弁は細長い糸状．

色彩　生鮮時の体色―体は一様に焦げ茶色を

呈し，体腹面は淡い茶褐色．尾柄部は黒褐色．項

部から背鰭基底後端にかけて 7本の白色横帯がは

いる．各鰭は一様に淡い茶褐色．閉口時，主上顎

骨によっておおわれる部分は黒褐色．虹彩は淡い

茶褐色を呈し，瞳孔は青みがかった黒色．

分布　南アフリカから日本とマルケサス諸島

にかけてのインド・太平洋に広く分布するが，紅

海，ベンガル湾からフィリピン諸島にかけての海

域からは報告されていない（Randall and Heemstra, 

1991; Heemstra and Randall, 1993, 1999； 瀬 能，

2013）．日本国内では伊豆諸島八丈島・須美寿島，

小笠原諸島，和歌山県白浜，大隅諸島種子島，沖

縄諸島，および八重山諸島与那国島から記録され

て い る（Katayama, 1975； 石 川，2010； 三 浦，

2012； 瀬 能，2013; Koeda et al., 2016； 鏑 木，

2016）．本研究によって，新たに鹿児島湾におけ

る分布が確認された．

備考　鹿児島湾産の標本は，後鼻孔の最大径

が後鼻孔後縁と肉質眼窩間の距離より大きいこ

と，尾鰭が一様に淡い茶褐色を呈し，幅広い縁取

りを欠くこと，前鰓蓋骨隅角部に 1棘をそなえる

こと，有孔側線鱗数が 63であること，背鰭鰭条

数が XI, 14であること，臀鰭鰭条数が III, 9であ

ること，尾鰭が円形であることなどの特徴が Lee 

(1990)や Randall and Heemstra (1991), Heemstra and 

Randall (1993, 1999)，瀬能（2013）の報告した E. 

octofasciatusの標徴とよく一致したため，本種と

同定された．

マハタモドキは背鰭鰭条数が XI–XII, 13–15で

あること，臀鰭鰭条数が III, 9であること，尾鰭

が円形であること，前鰓蓋骨隅角部に 1–4個の鋸

歯があること，有孔側線鱗数が 107–126であるこ

となどでマハタ E. septemfasciatus (Thunberg, 1793)

と 酷 似 す る が（Randall and Heemstra, 1991; 

Heemstra and Randall, 1993, 1999； 瀬 能，2013），

尾鰭が一様に暗色であること（マハタでは体長

30 cm以上の個体において，後縁が幅広く白く縁

どられる），後鼻孔の最大径が後鼻孔後縁と肉質

眼窩間の距離より大きいこと（前者は後者と同大

か小さい）により識別される（瀬能，2013；Figs. 

1B, 2）．なお，鏑木（2016）は種子島東岸に位置

する熊野漁港に水揚げされたハタ科魚類 1個体の

写真をマハタとして報告したが，尾鰭後縁の白色
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の縁取りが極めて細いことから，これはマハタモ

ドキであると思われる．

マハタモドキの日本国内における分布は分布

の項で述べたとおりであり，鹿児島湾産の標本は

九州沿岸における本種の初めての記録となる．

比較標本　マハタ Epinephelus septemfasciatus: 

KAUM–I. 78727，体長 375.0 mm，鹿児島県指宿

市山川港沖（32°12′N, 130°38′E），2015年 9月 15日，

釣り（鹿児島市中央卸売市場で購入），畑　晴陵．
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